
 ሙ⎔ቃについて⫋ࠊࡤࡇࡿていࡅ⥆ࡾ㉗にࣇࢵࢱࢫࡀ⚾
㹼ࡼࡾࡼいᑵປᨭࢆ┠指ࡓࡋ⤒Ⴀ⪅の࠾ヰ㹼 

 

 （理事長 ࢪステーࢡ定㠀営άື法人ネ≉）加藤 ᏹۑ

 

㸯  ➗㢦・Ᏻᚰ・ݜࡿࡅࡽࡓࡣ 

ᘢ♫は業の平成25年௨来、「➗㢦・Ᏻ心・はたらけるݜ」

の業理念にᇶづき、従業員のはたらきやすい⎔ቃづくり

を目指すことによって、ࣘーࢨーのࢧービス向上をᅗっ

てまいりました。≉に力を入れてきたことが、ⱞ労の多い

業種なので従業員のຬ気づけと、Ꮡ分に力を発できᏳ

心してはたらける職ሙ⎔ቃづくりです。今回は、６年間で

学んだことや研究したことから、いくつかࡈ⤂介できたら

と思います。 

 

㸰 ⌧ሙࢆຬẼ࡙ࡕࡓࡤࡇࡿࡅ 

「⌧ሙでんんุ᩿してください」 

「必要と思うことは、全㒊やってください」 

「上ྖの㢦Ⰽな気にしなくて全↛かまいません」 

 

⌧ሙでは日ࠎ様ࠎな変化が㉳こり、たくさんのุ᩿をồ

められることもあります。ᅔった方が目の前にいるときに、

そのሙุ᩿・Ỵ᩿し、㈐௵をもってやり㐙げることが、ス

タッフとしてのやりがいにつながると考えております。ま

た、⌧ሙですࡄに相ᡭの❧ሙに❧って考えることができる

ため、ࣘ ーࢨーとの信㢗関ಀを⠏きやすいと考えています。 

いわずもがなな気もしますが、⌧ሙで㉳こっていること

は会㆟のሙ㠃ではィり▱れないので、「上ྖの㢦Ⰽな気に

しなくて大いに結ᵓ。⌧ሙで࣋ストを尽くしてください」

とヰしています。 

 

 ࡕࡓࡤࡇࡿࡅຬẼ࡙ࢆุ᩿ ３

「相ᡭの❧ሙで考えてください」 

「結果をၥわず࣋スト尽くしてもらえたら༑分です」 

「うまく行かなかったሙྜの㈐௵はこࡕらで取ります」 

 

就職後に⎔ቃが変化することで、今までになかったあら

たなᝎみに㐼㐝することがあります。また、ᅔっている方

がいるときに、そのሙでุ᩿し行ືができることが、定╔

やフ࢛ローアップにはḞかせません。ኻᩋな気にせずに、

Ꮡ分に力を発してもらえる職ሙ⎔ቃづくり。ఱかあった

ሙྜには、法人として受けていくことが、支援の᭱適化と、

効⋡化、⡆␎化、⌧ሙのᏳ心感の実⌧に㈉⊩しています。 

 

 

 

４ యࢆຬẼ࡙ࡕࡓࡤࡇࡿࡅ 

「みなさんのά㌍でこの事業ᡤはここまで来れました」 

「協力してことにᙜたっていきましࡻう」 

「⤒㦂・▱㆑ではなく、ጼໃでホ౯します」 

 

ᘢ♫では、就職άືだけでなく、アセス࣓ントの一⎔と

して、対人関ಀᙧ成や、స業の理ゎの方、ᡭ㝿、認▱の

方なをぢていくため、日中のస業をά用しています。

フ࢛ローアップに関しては、「人件費をࣕࢪンࣕࢪンかけ

ます」とも職ሙでヰしているように、⌧ሙの㔞に௵せて

必要なࢧービスを必要なだけ提供してもらっています。そ

の㝿にᙺ❧つのが、日中άືでえられた情ሗ。そして、እ

にฟている職員の✰ᇙめをしてくれている、స業ᢸᙜの職

員たࡕです。すてのスタッフの協力そのものをホ౯する

ことで、స業ᢸᙜの職員のࣔ࣋ࢳーションアップにもつな

がります。 

 また、ᘢ♫では業௨来᪂༞も含めて、⚾を㝖くすて

のスタッフは業⏺ᮍ⤒㦂者です。なれない業⏺でᏳな㠃

もあることは㔜ࠎᢎ▱の上で、ࢳームアプローࢳを強調す

ることと、一⏕ᠱやっているጼໃをホ౯していることを

あえてゝⴥにすることで、Ᏻ心して業ົにはげめる⎔ቃづ

くりを目指しています。 

 

 㸽のࡿࢃࡔࡇにࡤࡇࡐ࡞ ５

⚾は♫員時௦にたくさんの方からはげましのゝⴥをい

ただき、支えられ、今日まで事をし続けることができま

した。中でも、௦表者の一ゝは㔜く、力強い後ᢲしになっ

てきました。⚾も⤒営者になったのだから、法人理念「➗

㢦・Ᏻ心・はたらけるݜ」の実⌧に向けて、従業員をはげ

ましつづけられる⤒営者になࢁう、と思ったことがきっか

けでした。 

  

㸴 ⫋ሙ⎔ቃのᕤኵۼ 

就労支援をしていると、いࢁいࢁな職ሙにおじࡷまし、

はたらいている方の労働᮲件や労働⎔ቃにも気を㓄ります。

そのሙྜ、自分自身のはたらいている職ሙ⎔ቃが本人にと

ってⱞ労の多い⎔ቃですと、相ㄯを⪺くたびに自分のこと

を自↛とり㏉ることや、同じくⱞしいቃ㐝のሙྜ、ࢽー

にྜった相ㄯ関ಀを結び᭱大の効果を発することは難ࢬ

しくなることでしࡻう。そういったことも㋃まえ、ᘢ♫で

はそもそもの職ሙ⎔ቃをよい状ែにᩚഛすることで、ࣘー
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ービスを提供できるように、ᕤኵをࢧーに対して良㉁なࢨ

しております。௨下で、ᘢ♫のṇ♫員の待㐝に含まれる

に⚟ཌ⏕㠃についてࡈ⤂介します。 

 

・有⤥消化⋡100㸣  

・ṧ業はᇶ本的にない 

・㹋㹗ఇᬤ（理由を⏦࿌しなくてよい有⤥） 

・ᅵ日ฟのሙྜは、時間数に関ಀなく⩣㐌に᭰ఇ日 

・育ඣఇᬤは就学前まで取得可能 

・ᑠ学ᰯ༞業までは育ඣ短時間ົ可能 

・㝵ᘓて労⅏で、通院ఇ業なもᖜᗈくಖ㞀 

・㏥職㔠✚み❧てᆺの㣴⪁ಖ㝤加入 

・医療ಖ㝤加入（ฟ⏘時の短期入院も対ᛂ） 

 

他にもスタッフ間のコࢽ࣑ࣗケーションのಁ㐍と、育ఇ

♫員とのコࢽ࣑ࣗケーションとᏳ心づくりのため、ົ時

間中に㣗事会（定㣗のおいしい⚟♴事業ᡤさん）を実（⚾

は職ሙでお␃Ᏺ␒です͐➗）。気වࡡなくヰせる時間の☜

ಖと、ົ時間እはࡺっくりఇめるように㓄៖しています。 

  

㸵 ࡐ࡞⫋ሙ⎔ቃにẼࢆ㓄ࡿの㸽 

同じスタッフが関わり続けてくれることで、ձஂしぶり

にゼࡡてくれたࣘーࢨーがᏳ心できる、ղスタッフ同ኈの

助けྜいがんん良くなる、ճ事業ᡤ内の⎔ቃやࢧービ

スのရ㉁が⥔ᣢされるなな、相対的にぢてよいことづ

くめです。 

ᘢ♫のሙྜ、業時に㞠用した４名のう６、ࡕ年目にᑑ

㏥♫でᆅඖにᖐったスタッフ௨እは全員ᅾ職中です。その

うࡕ一人は２回のฟ⏘を⤒㦂し、⌧ᅾは育ඣఇ業期間に入

っており、（⌧ᅾ待機ඣ❺のため）来年４月職を目標に調

ᩚをしております。 

育⏘ఇ等をしっかりとಖドすることは、時௦の要ㄳ的に

もᑡ子化時௦を目のᙜたりにぢて㔜要という考え方もあり

ますが、ᘢ♫のሙྜはこの先も続いていく組⧊として「人

を大切にする（ネࢡステーࢪフロࢯフー2015 よりᢤ

⢋）」ことからはじめてしいという、㢪いを㎸めてこれを

実しています。また、これからฟ⏘育ඣを㏄えるスタッ

フにとっては、Ᏻ心ᮦᩱというഃ㠃もあります。 

 

㸶 ����ᖺ先ࡶேのࡋࡽࡃにᙺ❧ࡿࡅ⥆ࡕ⤌⧊の㻰㻺㻭సࡾ 

᭱後におヰさせていただくのは、ᮍ来についてです。⚾

は日㡭から、先のୡも人のくらしにᙺ❧てる組⧊としてᏑ

ᅾしてしいと㢪っており、それこそが業者だからでき

る、業者にしかできない、業者としての㈐௵、このよ

うに考えているからです。たくさんの事業ᡤがୡにあふれ

る中で、ᚿをもって、人のくらしを支えるフロントランࢼ

ーとして、今と変わらずやさしい➗㢦でࣘーࢨーの前に❧

っていてしい。そのためには、よりよいࢧービスに結び

つくような、職ሙ⎔ቃづくりの研究は業期からしっかり

やっておきたいと考えております。 

⚟♴の事は「人を助けたい㸟ᙺに❧ࡕたい㸟」そう㢪

うᚿの㧗い方が、選ࡤれるሙྜが多いと思います。一人で

も多くの方が「ᚿにἢい、自ᕫ実⌧を果たし、㏥職後にこ

の事を選んでよかった」そう思ってもらえる職ሙであり

続けられるよう、これからも⢭㐍してまいるᡤᏑです。 

  

㸷 結ࡧに࠼て 

これからもᮎỌいみなさんのࡈ発ᒎとࡈά㌍をお♳り

⏦し上げます。 

 

ストーリーを開ᡤしてからの242日 

お事をしはじめてからの7919日 

 

ฟ会ってくださったすての方に、このሙをりて感ㅰ⏦

し上げますor] 

 

ྜゝⴥ͆ࡣ➗㢦・Ᏻᚰ・ݜࡿࡅࡽࡓࡣ  ͇

௧ඖᖺ��月ྜྷ᪥ ࡉつࡁ 
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ክࢆᕼᮃにࡵࡓࡿࡍに 

ᴗᑵປ⛣⾜ᨭの❧ሙࡽᑓ㛛⫋ࡋてാࡵࡓࡃのᥦ 
 

 㧗ᶫ 子（有㝈会♫ⰺ 業ᅾ⡠ᆺ職ሙ適ᛂ援助者）ࠐ

 ᰠ ┤人（㻯㼛㼏㼛㼣㼍：就労⛣行支援事業ᡤ） 

 

㸯 ┠ⓗ 

有㝈会♫ⰺでは、「事を用意してもらう人ᮦ」から

「㈐௵をᣢって㈉⊩する人㈈」用者本人が変㠉を㐙げ

ることを目的に、就労⛣行支援事業ᡤを運営してきた。 

㞀がいの有↓にかかわらず業で一人ࡦとりがᙺとし

てά㌍できる人㈈育成をするため、就労⛣行支援としてᑓ

㛛性を㧗め、これまでࢨࢹイࢼーを目指した様ࠎな取り組

みを行ってきた。その中で、♫会で働いていくために㔜要

な要⣲の一つとして、様ࠎな⤒㦂をすることについての取

り組みを⤂介する。 

さらに、就労⛣行支援としてᑓ㛛職の就職者を㍮ฟし

てきた⤒㦂をάかし、自♫での㞀ᐖ者㞠用を開ጞした。

業で必要とされる人㈈を育成するためには、自♫でもᙺ

になることができる人㈈を育て、就労⛣行支援の用者に

対しても、ᑗ来ീをᥥきやすくすることも可能になる。 

また、昨今の人ཱྀῶᑡの中で人ᮦの☜ಖはཝしさを増して

いる。㞀ᐖ者㞠用に᪂たな可能性をぢฟすことを目的とす

る取り組みも⤂介したい。 

 

㸰 ᰣᮌ┴のேཱྀ≧ἣ 

♫会的に2030年ၥ㢟がᣲげられているが、ᰣᮌ┴内も同

様に人ཱྀῶᑡがᏑᅾする（ᅗ１）。⏕ά⩦័・ᐙ᪘の⎔

ቃ・㻵㼛㼀・㻭㻵・ビッグࢹータの㐍化等で⏕まれる働き方の

変化は、㞀ᐖ者㞠用をとりまく⎔ቃでも㉳きると考えられる。 

 

ᅗ㸯 ᘬ⏝ඖ㸸2���ᖺ�月3�᪥බ表ᰣᮌ┴ேཱྀ⤫ィㄪᰝ結ᯝ 

 

㞀ᐖを多様性の一つとᤊえ、個ࠎをᑛ㔜しྜい成長して

いく業としての取り組みを実した。 

とࡂࡕ㞀ᐖ者プラン21のアンケート調査結果（ᅗ２）で

は「⌧ᅾ事をしている」と回答した方は20.3㸣となって

いる。ṧりの79.7㸣の方の中には、♫会にฟて働きたいと

いう思いはあるが、ᗣ状ែ・職ሙの理ゎ・働くための支

援等さまࡊまな事情で働くことが難しい⎔ቃがあると考ᐹ

することができる。 

ᅗ㸰 ᘬ⏝ඖ㸸ࡂࡕ㞀ᐖ⪅プラ 2ࣥ�㸦2��5㹼2�2�㸧33� 

  

３ ᰣᮌ┴内の㞀ᐖ⪅の㞠⏝≧ἣ 

平成31年４月発表のᰣᮌ労働ᒁの調査では、平成 30 年 

㞀ᐖ者㞠用状況の集ィ結果 法定㞠用⋡達成業ྜは 

54.9㸣で全ᅜ 23 位となっている。 

 

４ ാࠕࡽ⮬ࢆࡇࡃ㑅ᢥࠖࡇࡿࡍにࠕ㞀ᐖࠖࡣ㛵ಀ࡞い 

働くことをỴめた理由として、入を得る・♫会㈉⊩・

自ᕫの能力アップ等さまࡊまな理由がある。 

 

５ ᴗᅾ⡠ᆺ⫋ሙ㐺ᛂຓ⪅ࡋてのᙺ 

(�) ከᵝᛶのᑛ㔜 

通院なの状況でົ日数の調ᩚ、㞀ᐖの⛬度によって

時間数の調ᩚ、その他コࢽ࣑ࣗケーションの調ᩚ等個ࠎに

ྜわせてさまࡊまな調ᩚが必要になるが、これらの㓄៖は、

㞀ᐖ者に㝈ったことではなく、個ࠎの多様性のᑛ㔜の㠃か

らㄡにでも必要なことであると考えることができる。 

組⧊をᙧ成する、そして♫会をᙧ成していくために、一

方通行ではࡕらかが⑂れてしまうため、᥇用時には、

体性・協調性・会♫とඹに成長していく意㆑の発意ḧを

᭱も㔜どした。「㞀ᐖだから」がスタートではなく「会♫

に㈐௵をもって㈉⊩」するがスタートである。 

(2) ᥇⏝時ࡽጞࡿࡵ㻼㻰㻯㻭のே࡙ࡾࡃ 

᥇用時に働きたいスタイル・働く目的・業ົ㐙行ス࢟ル

実技試㦂を実。 

ົ開ጞ後に、実㝿に働くことで気づくⱞᡭな㒊分、や

りたい業ົを☜認し、ᑗ来的に目指すス࢟ルを取得するた

めにはのようにしていくかのࣄアリングを実、会♫と
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して⩦得してしいス࢟ルをఏえ୧者の一⮴する㒊分で会

♫と本人・おᐈ様がඹに成長するためのᒎ開をヰྜってい

く。本人のዲき、得意を㔜どする。ⱞᡭなことについては、

他のスタッフの得意にも㓄៖し、定期的に業ົ⦅を行っ

ていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) ♫ࢆᨭࡿ࠼ົ⫋のᑓ㛛ᐙࡋてᡂ㛗ࢆඹに 

㻼㻰㻯㻭の一例として、ᙜึ㟁ヰ対ᛂを受けることはⱞᡭ

だとヰがあったため、ẁ㝵を㋃んで実した。 

㻿㼠㼑㼜㻝 㓄㏦の連⤡ 

㻿㼠㼑㼜㻞 連⤡内容がỴまっている得意先連⤡ 

㻿㼠㼑㼜㻟 得意先の状況によっては㟁ヰ対ᛂが分かれる連⤡ 

㻿㼠㼑㼜㻠 㟁ヰを受けて取ḟ（ูのスタッフにᘬ継ࡂ） 

㻿㼠㼑㼜㻡 㟁ヰを受けて、内容に対してᢸᙜに☜認し㏉答 

Ў 

ၟရ▱㆑・取ᘬ先状況に័れてきたらᢸᙜ者ᅾ時の対ᛂ 

 

表㸯 ົ⫋のᑓ㛛ᐙࡋて᥇⏝㸦⢭⚄㞀ᐖᡭᖒ３⣭㸧 

᥇⏝

᭶ 
᭶ᩘ なᴗົ内容䠄㻟᭶௨㝆は㏣ຍᴗົ䠅 ົ時間 

㻞㻜㻝㻥㻛㻟 㻜 ㄳồᴗົ⿵ຓ・おⲔ出し➼ 㻢㻴㻛᪥ 

㻞㻜㻝㻥㻛㻡 㻞 出㏥⟶⌮・ୖ㞟ィ䠄⌧㔠ィ⟬䠅➼ 㻢㻴㻛᪥ 

㻞㻜㻝㻥㻛㻢 㻠 㟁ヰをか䛡る・イ䝧ントの‽ഛ䠋ཧຍ 㻣㻴㻛᪥ 

㻞㻜㻝㻥㻛㻣 㻡 イ䝧ントの‽ഛの䜏䜈ኚ᭦ 㻢㻴㻛᪥ 

ͤ2019�６月時Ⅼで本人からの⏦しฟもあり、１日のົ時間を

７H変᭦するが、イ࣋ント時の㌴中の⛣ືが㈇ᢸになると本

人からの連⤡を受け、業ົを⦅する。 

 

㸴 ⛣⾜ᨭᴗᡤの⌧ሙのྲྀ⤌考察 

就労後長く働いていくためには、ࢨࢹイࢼー等として

「人とつながっていく力」と「この事をやりたいという

᫂☜な意思」をもつ事を支援の方㔪として位⨨付けしてい

る。この２つの事を身につけ・定╔させるᡭẁとして、

 。を実してきている「ア࢙シࢡ࢚」

日ࠎの支援の⌧ሙからスタッフが᪂たにプログラムとし

て必要な事をᵓ成し時௦・࣓ンバー・㞀ᐖ種ู等にあった

内容になるように改ၿし運用している。 

取組みの一つとして、グループで一つの目的に対して、

複数ある࢝ードの情ሗをฟしྜいながら、目的を達成して

いく。ồめる力としては、ルールをᏲれる・適切なタイ࣑

ングで࢝ードの情ሗをヰができる力・᭱後までやり㐙げる

力等一つの࣡ーࢡから本人たࡕに得てḧしいス࢟ルを࣡ー

のస業に取り入れていくことで、本人ࠎから⤒㦂し、日ࢡ

がᏳ心して就労やその取り巻く⎔ቃに一Ṍ㋃みฟす㝿の背

中をᢲすような内容になっている。 

 

表㸰 ࡞プログラム 

䝥ロ䜾䝷䝮ྡ 内容 

㻼㻰㻯㻭の⧞り㏉し 㻼㻰㻯㻭䝃イ䜽ルの考えと᪥㡭のᐇ㊶ 

にồめられる⬟ຊ ᑵປのためのᇶ♏⬟ຊをᩚ⌮䛩る 

⫈いて⫈いてのヰのᵓᡂ きき᪉のᕤኵをᨵၿ䛩る 

ᇶ♏体ຊからጞまるᑵά Ᏻᐃしたᑵປにྥ䛡て体ຊをつ䛡る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

┿㸸([VKDUHプログラムのᵝᏊ 

 

� ᨭࢀࡉてാࠊࡽࡃ⮬ศ࡛Ỵࡵてാࢆࡃ㸦ࡵࡲ㸧 

働きたいといういには人それࡒれ㐪いがあり、働きฟ

した後、ⱆ⏕えてくる♫会的ḧồがある。そのḧồが満た

されない時、Ꮩ⊂感や♫会的Ᏻなを感じ、先に㐍めな

くなってしまう。自ᕫ実⌧を目指すには、本人自身が、ቨ

にぶつかったときに自ら選択して実行していける力を身に

つけ、⎔ቃとしては、業と就労支援が早いẁ㝵から協力

して取り組ࡴことで、より体的にά㌍できる人ᮦ育成に

⧅がると考えている。 

 

【参考文献】 
1)ᵓ成労働┬職業Ᏻ定ᒁ：平成30年㞀ᐖ者㞠用状況の集ィ結果 
2)とࡂࡕ㞀ᐖ者プラン21（2015㹼2020） 
 
【連絡先】 
有㝈会♫ⰺ 
ᰣᮌ┴Ἑ内㒆上୕川⏫上ⵦ⏕2186-1 

㻼㻰㻯㻭䛾ே䛵䛟䜚㻌

ᴗᡤྡ䠖㻯㼛㼏㼛㼣㼍 

分㔝䠖ᑵປ⛣⾜ᨭ 

ᐃဨ䠖㻞㻜  ྡ

㐣ཤ⏝⪅ィ䠖㻟㻟ྡ 

ᑵ⫋⪅ィ䠖㻝㻤ྡ 

䝕䝄イン⣔ᑓ㛛⫋を目ᣦ䛩、ᑵປᑓ㛛䝃ー䝡䝇

ᶵ㛵として㻤ᖺ目になる。ᅜ⫋䝸䝝でも㧗ḟ⬻

ᶵ⬟㞀ᐖ、䝕䝄イン➼についてẖᖺⓎ⾲を

⾜っている。 

ẁ㝵を㋃んでこのඛに目ᣦ䛩᪉
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⢭⚄・Ⓨ㐩㞀ᐖ⪅ࢆᑐ㇟ࡓࡋᑵປᨭ⪅の⫱ᡂ 
 

  Ύ⃝ ᗣఙ（一⯡♫ᅋ法人⢭⚄・発達㞀ᐖ者就労支援ᑓ㛛職育成協会 ௦表理事）ۑ

関᰿ 理⤮（一⯡♫ᅋ法人⢭⚄・発達㞀ᐖ者就労支援ᑓ㛛職育成協会） 

ᯇⅭ 信㞝（一⯡♫ᅋ法人⢭⚄・発達㞀ᐖ者就労支援ᑓ㛛職育成協会） 
 

㸯  ࡵࡌࡣに 

「平成30年４月から法定㞠用⋡の⟬定ᇶ♏に⢭⚄㞀ᐖ者

が㏣加されることを㋃まえ、業が⢭⚄㞀ᐖ者の㞠用に╔

実に取り組ࡴことができるよう、就労支援及び定╔支援の

᭦なる実をᅗることや、職ሙ定╔支援や⏕ά㠃も含めた

支援等により、㞀ᐖ者の㞠用の継続・Ᏻ定をᅗりつつ、㞀

ᐖの種類及び⛬度にᛂじたきめ⣽かな対⟇を、⥲ྜ的かつ

ィ⏬的・ẁ㝵的に᥎㐍していくことが必要である。≉に、

働く意ḧのある㞀ᐖ者がその適性にᛂじて能力を༑分に発

することができるよう、㞠用、⚟♴、教育、医療等の関

ಀ機関がᐦ᥋に連ᦠするとともに、これらの関ಀ者も含め、

ᆅᇦにおいて就労支援をᢸう人ᮦを育成すること等により、

㞀ᐖ者が、一⯡㞠用⛣行できるようにしていく必要があ

る（௨上，㞀ᐖ者㞠用対⟇ᇶ本方㔪㸹平成30年３月30日ཌ

⏕労働┬࿌▱、第４ḟ㞀ᐖ者ᇶ本ィ⏬）」とあり、⢭⚄㞀

ᐖ者の㞠用のಁ㐍や就労支援者の人ᮦ育成の必要性が方㔪

の中にグ㍕されている。 

また、「⢭⚄㞀ᐖ者を中心とした㞀ᐖ者の就労意ḧが㧗

まっているとともに、発達㞀ᐖ、難等に㉳ᅉする㞀ᐖ、

㧗ḟ⬻機能㞀ᐖ、若年性認▱症、各種౫Ꮡ症等㞀ᐖの多様

化、㞀ᐖ者の㧗㱋化が㐍ᒎし、必要とされる㞀ᐖ者の職業

リハビリテーションも多様化、複㞧化している中で、㞀ᐖ

の種類及び⛬度にᛂじたきめ⣽かな職業リハビリテーショ

ンのᥐ⨨を講ずるためには、様ࠎな㞀ᐖの≉性やᥐ⨨に関

するᑓ㛛的▱㆑を有する人ᮦの育成が㔜要である（௨上，

㞀ᐖ者㞠用対⟇ᇶ本方㔪㸹平成30年３月30日ཌ⏕労働┬࿌

▱、第４ḟ㞀ᐖ者ᇶ本ィ⏬）」とあるようにᑓ㛛㞀ᐖ種ู

の就労支援者の育成が必要とされている。 

 

㸰 ⌧≧ 

上㏙のように⌧ᅾのᡃがᅜにおける㞀ᐖ者㞠用では、⢭

⚄・発達㞀ᐖ者の㞠用がより㔜要どされている。 

しかし、ᡃがᅜにおいて㞀ᐖ者の就労支援のබ的㈨格は

職ሙ適ᛂ援助者しかなく、職ሙ適ᛂ援助者の研修はあくま

で３㞀ᐖの支援を目的としてᵓ成されており、ᑓ㛛㞀ᐖ種

ูに≉化したᙧではまだない。職ሙ適ᛂ援助者はࢪョࣈ

コーࢳともࡤれるが、この研修を受けていなくてもࢪョ

として名ることができる。そして⢭⚄・発達㞀ࢳコーࣈ

ᐖ者の就労支援、支援者の育成が体⣔化されていないの

が⌧状である。そのため⢭⚄・発達㞀ᐖ者の就労支援は、

それࡒれの支援機関や支援者が⊂自に考え就労支援を行っ

ている。ᇶ‽がないためその支援が果たして良いのかう

かについてのホ౯がしづらくなってしまっている。また、

業においても支援者の㉁のᢸಖができなくなってしまっ

ている。 

 

３ ୍⯡♫ᅋἲே⢭⚄・Ⓨ㐩㞀ᐖ⪅ᑵປᨭᑓ㛛⫋⫱ᡂ༠

タ❧の⤒⦋ 

ᡃがᅜにおけるࢪョࣈコーࢳが提供する支援は、「実㝿

の職ሙ⎔ቃ内において提供されること」を≉ᚩとしている。

そして、支援機関ഃのࢪョࣈコーࢳであるゼၥᆺ職ሙ適ᛂ

援助者の支援の予⟬はに就労した後の職ሙ適ᛂ支援に

㝆りるようになっている。しかし、㞀ᐖのある人の就労⏕

άは「職ሙでの支援」だけで支えきれるものではない㹿 

また、⢭⚄・発達㞀ᐖ者は支援者や支援機関が変わるこ

とでᏳが増大したり、症状がでたりする㞀ᐖ者も多いた

め、切れ目のない一㈏した就労支援（௨下「࣡ンストッ

プ」という。）を行う必要があるのではないかと考える。

Ύ⃝がこれまでࣄアリングしてきた2000♫௨上の業ᢸᙜ

者からも支援機関が変わることのᏳが多く⪺かれてい

る。 

Ύ⃝がこれまで就労支援を行ってきた中で、就労後の職

ሙ適ᛂをとしたࢪョࣈコーࢳではなく、本人の≉性にᛂ

じ࢝スタマイࢬしたົ内容の提ができる、就労前から

就労後の職ሙ定╔、その後のࣕ࢟リアᵓ⠏までを࣡ンス

トップで行う(nmploymenW SpecialiVW（࢚ンプロイ࣓ント

ス࣌シࣕリスト、௨下「(S」という。）の必要性と⢭⚄㞀

ᐖ・発達㞀ᐖ者の体⣔的な就労支援の考え方と支援の具体

的なࣀウハウ、そのための▱㆑を学ぶための研修の必要性

を強く感じた。職ሙ適ᛂ援助者の㈨格化に向けて、育成研

修のᵓ⠏に尽力されたᯇⅭ信㞝教ᤵを名会長に㏄え、Ύ

ル（ձ職業リハビリテーション学をᇶ┙にして10年ࢹࣔ⃝

間で300名௨上の⢭⚄・発達㞀ᐖ者を≉例子会♫、㸿ᆺ事

業ᡤは㝖いた一⯡就労つなげているղ就労⋡とົ開ጞ

１年௨上の職ሙ定╔⋡がともに㸷を㉸えるճ業開ᣅか

ら就労後のࣕ࢟リア支援、業の⢭⚄・発達㞀ᐖ者㞠用

のࣀウハウᵓ⠏のアドバイࢨー、ᡓ␎コンࢧルタント）の

具体的なࣀウハウをఏえるሙとして一⯡♫ᅋ法人⢭⚄・発

達㞀ᐖ者就労支援ᑓ㛛職育成協会（௨下「(S協会」とい

う。）をタ❧した。 
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４ ලయⓗ࡞ᴗ内容 

(S協会が実する就労支援ኈ（(mploymenWSpecialiVW㸹

௨下「(S」という。）の認定研修（プロフ࢙ッショࢼル研

修） 

ձ� 認定研修を受講するためのᇶ♏研修 

ղ� ⢭⚄・発達㞀ᐖ者の就労支援に必要とされる研修を業

ົの⠊ᅖから１⣭ࠥ３⣭までに༊分けして実 

ճ� 支㒊ࡈとに実する支㒊研修 

մ� その他、就労支援に必要な情ሗ提供 

 

５ (6ㄆᐃについて 

受講対象者は⢭⚄・発達㞀ᐖ者のᇶ本的▱㆑を有してい

る必要があるため、に⢭⚄ಖ⚟♴⣔の㈨格を取得して

いる、もしくは⢭⚄・発達㞀ᐖ者の就労支援を⌧ᅾ行なっ

ている者とした。 

(�) (6㸯⣭の⠊ᅖ 

ロからの職ሙ開ᣅからồ人స成、職ሙ定╔支援、そのࢮ

後のࣕ࢟リア支援、㞳職支援なを࣡ンストップで行うこ

とができ、他の(Sスーパーバイࢬができる。 

(2) (6㸰⣭の⠊ᅖ 

にハロー࣡ーࢡと協働しながら職ሙ開ᣅを行い、就労

後の定╔支援ができる。 

(3) (6３⣭の⠊ᅖ 

にᡤᒓ機関内で就労支援ができる。就労支援のための

プログラム実、ᒚṔ書ῧ๐、他機関とのネット࣡ーࢡの

ᵓ⠏ができる。 

なお、(S研修は上グձの認定研修（ᯇⅭ名会長による

職業リハビリテーション論）を受講した上で３⣭から順に

受講していく。 

研修受講後に➹グ試㦂とཱྀ㢌試㦂を行い認定がỴまる。 

 

 

ᅗ㸯 (6の⠊ᅖのㄝ᫂ 

 

 

 

 

 

ᅗ㸰 ࣗ࢟ࣜ࢝ラム 

 

㸴 時ᮇ 

(S１⣭ ⌧ᅾ調ᩚ中 

(S２⣭ 年１回 ４日間（１日６時間） 

(S３⣭ 年３回 ４日間（１日６時間） 

ᇶ♏研修 年３回 １日（６時間） 

 

㸵 結ᯝ 

2018年度、2019年度 

３⣭受講者 35名 

うࡕ認定者 33名（２期⏕は2019年度実予定） 

 

㸶 後のㄢ㢟・┠標 

(Sを⢭⚄・発達㞀ᐖ者の就労支援のᑓ㛛職としてᅜの認

可を受けられるように行ືしていく。そのために(Sをさら

に࿘▱し、認定者を増やす。 

また、業内で⢭⚄・発達㞀ᐖ者が㞠用定╔できるよう

に業内(Sについても研修を検討していく。 

 

【参考文献】 

1) 㞀ᐖ者㞠用対⟇ᇶ本方㔪 ཌ⏕労働┬（2018年） 

 

【連絡先】 

Ύ⃝ ᗣఙ 

一⯡♫ᅋ法人 ⢭⚄・発達㞀ᐖ者就労支援ᑓ㛛職育成協会 

e-mail：yaVunobu.kiyoVawa@Jmail.com 
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ᑵປ⛣⾜ᨭᴗᡤにࡿࡅ࠾㞟ᅋㄆ▱⾜ື⒪ἲにᇶ࡙いࡓプログラムຠᯝ 

㹼୍⯡⫋ဨᐇにࡿࡼຠᯝ᳨ド㹼 

 

 （ーࢨービス㒊 スーパーバイࢧ♴⚟ ♫ルビーᰴᘧ会࢙ウ）ᇉ内 ⰼዉۑ

⏣中 ᗤ介（ウ࢙ルビーᰴᘧ会♫ ⚟♴ࢧービス㒊） 
 

㸯 ၥ㢟┠ⓗ 

ཌ⏕労働┬の平成30年度㞀ᐖ者㞠用状況の集ィ結果１）

によると、昨年度と同様に⢭⚄㞀ᐖ者㞠用数のఙびがⴭし

く前年ẚの34.7㸣増となっている。平成30年度の㞀ᐖ者の

㞠用のಁ㐍等に関する法ᚊが改ṇされたことにより、⢭⚄

㞀ᐖ者の㞠用数が今後さらにఙびていくことが᥎ᐹされる。 

⢭⚄㞀ᐖ者の㞠用数がఙびている一方で職ሙ定╔につい

てはㄢ㢟がṧされており、≉に⢭⚄㞀ᐖ者の㞳職⋡の㧗さ

が指されている２）３）。⢭⚄㞀ᐖ者の㞳職要ᅉはこれま

で多くのሗ࿌がなされているが４）５）、同様の要ᅉが就労

⛣行支援事業ᡤにおけるカ⦎継続にも影響をえている６）。

ᙜ♫ではこのㄢ㢟をカ⦎ẁ㝵でゎỴすることが長期的な職

ሙ定╔に結びつくと考え、自身の考え方や行ືのⒷに気付

き、対ฎするス࢟ルを身に付ける集ᅋ認▱行ື療法にᇶづ

いたプログラムの有効性を♧၀してきた７）８）。しかし、

これまでのሗ࿌は⮫ᗋ心理ኈ㈨格ಖ有者が実した結果で

あり、プログラムの実⠊ᅖが㝈定されることがㄢ㢟とし

てᣲげられてきた。 

そこで、本研究では一⯡職員が同様のプログラムを実

した効果を検討することを目的とした。 

 

㸰 ᪉ἲ 

(�) ㄪᰝᑐ㇟ 

ᙜ♫㸿事業ᡤにᅾᖍしている⢭⚄㞀ᐖ者16名を対象とし

た。その中からプログラム㏵中での就労者、ドロップアウ

トを㝖እし、ィ12名を有効ࢹータとした。平均年㱋は

36.17ṓ（S' 9.61）であった。 

(2) ᐇ時ᮇ 

調ᰝは2018ᖺ11᭶ࠥ2019ᖺ䠍᭶にᐇ。 

(3) ᡭ⥆ࡁ 

一⯡職員によって㐌に１回60分のプログラムをィ㸷回実

し㺂ึ回と第㸷回、２ࣨ月後のフ࢛ローアップ時に㉁ၥ

⣬調査を実した。その㝿、個人情ሗの⟶理方法、㉁ၥ

の回答は自由意ᚿであること、㉁ၥ⣬に回答しないことに

よる┈はないことをㄝ᫂し、同意を得ている。 

(4) ᪉ἲ 

 プログラムについて 

⏣中８）が使用したプログラムをᇶにᙜ♫支援員７名で

内容をぢ┤し（表１）、ᑓ㛛用語なをより平᫆なゝⴥに

改⦅した（表２）。加えて、一⯡職員が対ᛂできるようプ

ログラム実のὶれやのような関わりが必要なのかマ

ーࣕࢳࢡアルをస成し、実前に有㈨格者によってレࣗࢽ

をしている。 

表㸯 プログラム内容 

䝉䝑䝅䝵䞁ᅇ㻌 ෆᐜ㻌

䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵䞁㻌 ⮬ศ⮬㌟䛾≉ᚩ䜢▱䜝䛖㻌

➨䠍ᅇ㻌
᪥ᖖ⏕ά䛾グ㘓䛛䜙㻌

⮬ศ䜢▱䜛䛝䛳䛛䛡䜢స䜝䛖㻌

➨䠎ᅇ㻌
䝇䝖䝺䝇䝰䝕䝹䛻㻌

ᙜ䛶䛿䜑䛶䜏䜘䛖䟿㻌

➨䠏ᅇ㻌
ᚰ䛾䛴䜆䜔䛝䜢㻌

䛧䛺䜔䛛䛻䛧䛶䛔䛣䛖㻌

➨䠐ᅇ㻌
䜏䜣䛺䛷ᚰ䛾䛴䜆䜔䛝䜢㻌

䛧䛺䜔䛛䛻䟿㻌

➨䠑ᅇ㻌 ⏕ά䝸䝈䝮グ㘓⾲䜢䜚㏉䜝䛖㻌

➨䠒ᅇ㻌 ၥ㢟ゎỴ䛾᪉ἲ䜢▱䜝䛖㻌

➨䠓ᅇ㻌 䜰䜽䝅䝵䞁䝥䝷䞁䛾❧䛶᪉䜢▱䜝䛖㻌

➨䠔ᅇ㻌 䛣䜜䜎䛷䛾䜚㏉䜚㻌

 

表㸰 プログラム࡛⏝ࡿࡍゝⴥのᨵ⦅ 

䠘ᨵ⦅๓䠚㻌 䠘ᨵ⦅ᚋ䠚㻌

ㄆ▱㻌 ᚰ䛾䛴䜆䜔䛝㻌

㐣ᗘ䛾୍⯡㻌 䛹䛖䛫䛣䛖䛺䜛ᛮ⪃㻌

ㄆ▱⾜ື䝇䝖䝺䝇䝰䝕䝹㻌 䝇䝖䝺䝇䝰䝕䝹㻌

ド㻌 㐪䛖ぢ᪉㻔どⅬ㻕㻌

㐺ᛂᛮ⪃㻌 ⣡ᚓ䛷䛝䜛⪃䛘᪉䞉ぢ᪉㻌

 

 ἣについて≦ࡳ⤌ࡾのྲྀㄢ㢟 

 ẖ回のㄢ㢟の取り組みをプログラムෑ㢌に☜認をした。 

 つ≧ែホ౯について࠺ ࢘

日本語版B',-ϩ࣋ッࢡᢚうつ㉁ၥ⚊を用いた。 

 

３ 結ᯝ 

(�) ㄢ㢟のྲྀࡳ⤌ࡾ≧ἣについて 

 ẖ回プログラムに参加し、ㄢ㢟に取り組んだ群（௨下

「実群」という。）とそうでない群（௨下「㠀実群」

という。）に分類し、集ィを行った。今回は実群83.3㸣

（㹬㸻10）、㠀実群16.7㸣（㹬㸻２）であり、⏣中８）
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の実群69.2㸣（㹬㸻㸷）、㠀実群30.8㸣（㹬㸻３）と

ẚ㍑して実群のྜが㧗い（ᅗ１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ㸯 ㄢ㢟のྲྀࡳ⤌ࡾについて 

 

 つ≧ែホ౯について࠺ (2)

ึ回から᭱⤊回で㍍度のうつ状ែの得Ⅼᅪからṇᖖ⠊ᅖ

内とᢚうつ⛬度のῶᑡがぢられ、２ࣨ月後も⥔ᣢされて

いた（ᅗ２）。 

 

ᅗ㸰 %'I-ⅡᚓⅬについて 

４ 考察 

本研究は、就労⛣行支援事業ᡤの一⯡職員によって集ᅋ

認▱行ື療法にᇶづいたプログラムを実した効果を検ド

することを目的とした。 

結果より、有㈨格者が実したሗ࿌と同等の結果が得ら

れていることから一⯡職員による実の有効性が♧၀され

た。≉にㄢ㢟の取り組みのྜが㧗かった。これはプロ

グラム内容の⢭査を行い、平᫆なゝⴥでプログラムを実

したことによって参加意⩏やㄢ㢟に取り組ࡴことの意が

参加者により良くఏわった可能性が考えられる。また、こ

れまでのሗ࿌と同様に本プログラムがᢚうつ改ၿの一助と

なることが♧၀された。 

今回実した一⯡職員からは、プログラム内容をぢ┤し

たことにより㐍行・ㄝ᫂はၥ㢟なく実できたが、個人

࣡ーࢡ時にいくつかᣲげた自ື思考のうࡕ、その時の気分

を᭱もよくㄝ᫂する思考の選択が難しいケースや、グルー

プ࣡ーࢡ時に参加者全員がඹ感できる思考がヰ㢟にᣲがっ

た㝿に␗なるどⅬからの意ぢや考えをᘬきฟすことが難し

かったという感が得られた。集ᅋ認▱行ື療法では参加

者同ኈのࣔࢹリングや相互フードバッࢡな参加者間で

の助けྜいをಁすことで個人では得られない効果が期待で

きるとされている㸷）ことから、各種࣡ーࢡをよりに

運営することで᭦なる効果が期待できる可能性がある。プ

ログラム実に関する支援者のᇶ本的な関わり方や運営に

必要な支援者数のマࣗࢽアル化、１つの事に対してより

多ゅ的なアイࢹアをฟしやすくするためにㄝ᫂内に具体

例を多く含めることで一定のỈ‽でよりᗈく実できるよ

う対ᛂするとඹに、ᅔ難なケースは㹏㸤㸿をస成すること

で様ࠎな事象に対ᛂできる組みをసっていくことが必要

だと考えている。 

本プログラムでは日ᖖ⏕άのグ㘓や各種࣡ーࢡシート

のグ入、参加者との意ぢを通して自身を▱り、ฟ来事

をよりᰂ㌾にᤊえ、対ฎする力を身に付けることから職業

‽ഛ性ピラ࣑ッドのᗣ⟶理、日ᖖ⏕ά⟶理といった就労

のᅵྎをᅛめるᙺをᢸうことが考えられる。就労支援に

おけるㄢ㢟として、࢚ビࢹンス（科学的▱ぢ）にᇶづく支

援プログラムが☜❧されていないことが指されている10）

ことから、今後もᑓ㛛的な▱㆑のある有㈨格者だけでなく、

ᗈく一⯡の支援者が実践できるよう、医療、教育、心理な

の㏆᥋㡿ᇦを参考にした᰿ᣐのある支援を目指して▱ぢ

を✚していきたい。 
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 研修プログラムの㛤Ⓨࢣࣇࣝࢭࡓࡋ┠にὀࣥࣙࢩࢵࣃࣥࢥ・ࣇࣝࢭ

㸫研修参ຍ前後のࢺ࣮ࢣࣥ結ᯝࡽ㸫 
 

  （ネットᴦ࣑ࣗ北海道文教大学 教ᤵ�㻺㻼㻻法人コ）大川 浩子ۑ

本多 ಇ⣖（㻺㻼㻻法人コ࣑ࣗネットᴦ） 

ᐑ本 有⣖（ᮾி大学大学院医学⣔研究科⢭⚄看護学分㔝） 
 

㸯 ࡵࡌࡣに 

セルフ・コンパッションとは自分に向けたコンパッショ

ンであり、他の人をឿしࡴように自分のことをឿしࡴとい

うものである1)。昨年、ᡃࠎは若年就労支援従事者に対す

るセルフケア研修プログラムの開発を目的に試行プログラ

ムを実した2）。このプログラムは対ヰᆺアプローࢳ（イ

ンテンショࢼル・ピア࣏ࢧート）を学ぶᙧᘧであり、内容

にコンパッションを含めた。その結果、受講者の研修プロ

グラムの満足度は㧗かったが、研修受講前後での尺度の有

意な変化は認められなかった。 

そこで、今回、試行プログラムの内容を改定し、᪂たに

実したのでሗ࿌する。なお、本研究は本学の理ᑂ査ጤ

員会のᢎ認を得て実した（ᢎ認␒号：30013）。 

 

㸰 ᪉ἲ 

(�) 本研修プログラムの内容ヨ⾜時ࡽの変᭦Ⅼ 

昨年度の試行プログラムは「マインドフルネス」「コン

パッション」「関ಀ性」にὀ目しており、アンケート結果

で自分自身の感情や気ᣢࡕにὀ目したグ㍕が多かったこと

から、「自分や他者の感情に気づく」という効果を得るこ

とができていたと思われた2）。このⅬは、医療従事者のレ

ンスを㧗めバーンアウト等の改ၿに↔Ⅼをᙜてた࢚リࢪ

MH$LOプログラム3)におけるプログラムのᰕや効果ともඹ

通していた。一方、MH$LOプログラムにẚ、試行プログ

ラムにはフ࢛ローアップが含まれていなかった。そこで、

受講後のセルフケア実践を意㆑させるためリーフレット

（ᅗ１）をస成し、研修内容もセルフケアを᫂☜に含めた

ᙧに変᭦（表１）した。 

 

ᅗ㸯 本研修プログラムの࣮ࣜࢺࢵࣞࣇ㸦୕つᢡࡾ内ഃ㸧 

表㸯 本研修プログラムの࡞内容 

 

 

 

 

 

 

 

(2) ᑐ㇟ᐇᡭ㡰 

本研修プログラムは2019年３月に実した。対象は支援

職とし、本研究プログラムの参加をびかけ同意した者

とした。実期間は２日間であるが平日を含めるᙧでの実

となったため、１日のみの参加も受け入れた。運営方法

は࣡ーࢡショップᙧᘧとし、定員は12名⛬度とした。プロ

グラムの㐍行はピア࣏ࢧートに関ಀする研修等に⩦⇍した

トレーࢼーを海እからᣍ⪸し、演者らが࣏ࢧートするᙧで

実した。 

研修プログラムのጇᙜ性と効果を検討するため、受講者

に対し、研修プログラム受講前後、受講から３ヵ月後にア

ンケートを実した。アンケート内容は、ᇶ本情ሗとプロ

グラムに対する満足度等に加え、࣡ー࢚・ࢡンࢤイ࣓ࢪン

ト（日本語版8:(S）、感情労働測定尺度、日本版バーンア

ウト尺度、日本語版セルフコンパッションᛂ尺度(SC5,-

J)を含めた。 

 なお、研修受講前後の尺度の値についてウルコࢯࢡン

➢号付順位検定を行った（３ヵ月後のࢹータは᭱⤊人数

が６名のため検定の対象からእした）。 

 

３ 結ᯝ 

(�) 研✲༠ຊ⪅のᒓᛶ 

研修前後のアンケートに協力し、グ㍕のഛがなかった

者は８名であった。研究協力者のᒓ性について表２に♧す。 

性ู ⏨性1名ࠉዪ性7名

年㱋 20௦2名30ࠉ௦3名40ࠉ௦1名50ࠉ௦2名

⌧ᅾのົ ⚟♴関ಀ5名ࠉ他3名

⌧ᅾの㡿ᇦで
の継続年数

1㹼3年ᮍ満6名5ࠉ㹼10年ᮍ満1名
10年௨上1名

ᙺ職 あり2名ࠉなし6名

就労支援の
⤒㦂

今ᦠわっている3名ࠉ௨前ᦠわっていた1名
⤒㦂なし3名ࠉ↓グ入1名

参加日数 1日のみ3名2ࠉ日間5名ࠉ  

表㸰 研✲༠ຊ⪅のᒓᛶ 

・マインドフル䝛䝇䠄ᐊ内䠅 

・セルフ・コン䝟䝑䝅䝵ンについて 

・セルフケアについて 

・㛵ಀᛶについて 

・⏕άのり㏉り䠄ᅔ㞴䜔⥭ᛴᗘと㔜せᗘ䠅 

䠄⤒㦂䜔感じたことの䝅䜵アをえながらᐇ䠅 
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(2) 本プログラムの満足度 

受講後の本研修プログラムに対する満足度（５件法）は

「満足」が７名、「やや満足」が１名であった。理由とし

てあげられたものは表３の通りである。 

 

表３ 研修プログラムの満足度の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 本プログラムの内容・時間について 

内容（５件法）は「よい」が８名で、「グループである

ことで、ファシリテーターや参加者の発信された内容から、

考え、気づきを得られる機会となったので」等が理由にあ

げられた。また、時間の長さは「丁度良い」が５名、「や

や短い」「短い」が３名であり、「やや短い」「短い」と

回答した内２名が１日のみの受講者であった。 

(4) ３ヵ月後の変化 

 ３ヵ月後にプログラムの影響を感じていると回答した者

は６名中５名であった。具体例として、「自分自身に目を

向けることの大切さを改めて感じ、物事の優先順位をつけ

るようになった」「自分の感情にふたをせず、そのまま感

じていいんだと思えるようになった」等があげられた。 

(5) 各尺度の変化 

 受講者の研修受講前後の各尺度の平均値は表４の通りで

ある。なお、いずれの指標についても、受講前後の値につ

いて有意差は認められなかった。 

 

表４ 研修プログラム受講前後の各指標 

 

 

４ 考察 

今回、本研修プログラムの運営の枠組みの一つである時

間の長さは「短い」「やや短い」と感じている者は、１日

のみの受講者に多かった。また、プログラム内容は全受講

者が「よい」と回答し、その理由としてグループによる相

互のやり取りが気付きに結び付いたことがあげられていた。

従って、本研修プログラムの内容、及び、運営方法は受講

者にとって適切であると思われた。 

また、プログラム満足度も全受講者が「満足」「やや満

足」と回答しており、その理由にセルフケアについて考え

たことをあげた者がいたこと、加えて、３ヵ月後の変化に

ついても自分自身を大切に思うことや自分の感情を感じて

もよいということがあげられていた。これらは受講者のセ

ルフ・コンパッションの表れと考えることも可能であると

思われた。介護職員を対象とした調査では、従来のバーン

アウトの予防的介入にセルフ・コンパッションの向上を加

えることで、ストレスフルな状況でも適切なコーピングを

選択できるようになる効果が期待されている4)。本研修プ

ログラムの受講者がセルフ・コンパッションに目が向くこ

とで、セルフケアに向かう可能性が考えられた。 

一方、昨年度と同様、本研修プログラムも受講前後の各

尺度に有意な変化は認められなかった。その背景に、セル

フ・コンパッションには複数の尺度があること、MHOLOプ

ログラムの効果検討3）で使用されている気分の尺度を用い

てないことが考えられ、改めて、尺度の検討が必要と思わ

れた。今後も研究協力者数を増やし、検討していきたい。 

 

５ 結語 

就労支援も含めた対人援助職が働き続けるために、セル

フ・コンパッションは大切な概念であるが、自分自身にコ

ンパッションを向けることは難しい。そのような機会の提

供方法について、継続的な検討が必要であると思われる。

なお、本研究はJSPS科研費JP16K13438の助成を受けている。 
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尺度 項目 受講前 受講後

日本語版UWES WE 3.5±0.7 3.3±0.6

表層演技 9.1±1.5 8.9±1.6

深層演技 7.9±1.7 9.3±1.9

頻度 9.3±2.7 9.3±1.9

種類 9.5±3.4 10.4±2.9

強度 3.4±1.1 3.6±1.4

情緒的消耗感 2.7±0.8 2.8±1.1

脱人格化 3.2±0.6 3.0±0.7

個人的達成感の低下 4.0±0.6 3.9±0.8

SCRI-J セルフコンパッション 9.1±4.1 9.9±4.3

感情労働測定
尺度

日本版バーン
アウト尺度

・期待していたとおりでもあり、期待していなかったところも 

(いい意味で)あって、とてもよかった 

・深くじっくり考えられる時間となった 

・自分自身を見つめる素晴らしい研修となりました 

・セルフケアについてここまで深く考えることがなかった。 

目からウロコだった 

・いい場、時間だったから。初めて、トレーナーにも 

お会い出来ました 

・気づきがたくさんありました。希望の感覚に似たものでした 

・内容はとても良かったが、自分自身の体調が不十分で、 

マインドフルになれない時があった 
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